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1. はじめに 

2019 年 11 月 23〜26 日の間、ローマ教皇が 38 年ぶりに日本を訪問した。 ローマ

教皇はローマ・カトリック教会の指導者であり、世界でも最大規模の信者を抱える宗

教的・倫理的・道徳的なリーダーとして大きな権威と影響力を持っている。今日教皇

フランシスコが、世界で初めて被爆を体験した国である日本に訪問した際に、歴史的・

政治的意義を持つものであり、国内外問わずメディアの関心を集めることになった。

訪問先の一つである長崎の地方メディアも大いにその一連の動きを取り上げた。 

 長崎は世界から被爆地として、また日本におけるキリスト教のゆりかごとしても知

られている。そのため、被爆地、被爆者の存在に加え、キリスト教のゆりかごという

メッセージの発信拠点としての役割や影響力があると考えられている。また、原爆の

被害と向き合ってきた中で、長崎の教会及びキリスト教信者は、平和や核兵器廃絶の

要請を含めた姿勢を示し続けている。本研究では、今回の教皇の訪問をめぐり、教皇

が強調するテーマと長崎の地方メディア(長崎新聞、地方テレビ局のニュース番組)の報

道の在り方や内容分析を行い、地方メディアならではの特徴を明らかにし、さらに

SDGs の推進との関連を検討するものである。 

 そのうち、今年度の成果として、今回の教皇フランシスコ訪日と長崎新聞の報道に

について考察して、論文をまとめた。 

2. 研究内容 

今回の訪日に、教皇フランシスコが強調するテーマを詳しく論じた上、地方メディ

アの中でも長崎新聞に注目し、2019 年 9 月から 12 月までの４ヶ月の報道を中心に、

教皇フラシスコの来日をめぐるローマ教皇訪日の報道を、①記事数分析、②記事内容

分析の 2 つの視点から行った。 
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また、教皇訪日に直接に携わった長崎新聞の記者及び編集報道部の方にインタビュ

ーを行い、長崎新聞は教皇訪問を独自の視点からどのように報道しているかについて

考察した。このような作業を経て、長崎新聞における報道の全体的な傾向を明らかに

した。 

3. 研究成果 

 今回の調査は、教皇フランシスコが日本訪問で強調するテーマ及び長崎新聞における報

道の内容分析を行った。カトリック教会の信者のトップとして、また外交指導者としての

ローマ教皇という二つの視点から、核兵器廃絶及び環境を大切する呼びかけに焦点を当て

分析した。また長崎新聞の報道に関しても、9 月—12 月の４ヶ月間にわたり調査・分析した。 

 相次ぎ発信したメッセージから、教皇の核廃絶への強い思いがはっきりと読み取れる。

長崎と広島を訪問すること自体も、この思いの反映だと考えられる。また、地球環境問題

への強い関心も伺える。今回教皇訪問のテーマは「すべての命を守るため」と掲げられて

いる。回勅『ラウダート・シ』からとられたこのテーマは、教皇の地球を大切にする呼び

かけが込められている。 

 このようなメッセージを受け、長崎新聞が関連記事をすべての面の種類に掲載されるよ

う、教皇の訪日を大いに報道した。教皇が長崎の爆心地公園で発信した核廃絶と平和のメ

ッセージを全文掲載する以外、数多くの論説記事や核兵器廃絶のテーマを扱う記事を載せ、

核兵器廃絶に関するメッセージをしっかり伝えようと努めている。また、数的には差がみ

られるが、「原発」及び「環境問題」の報道にも力を入れている。 

さらに、報道記事以外、コラム・オピニオンや特集記事を多く取り組み、教皇のメッセ

ージに対する受け止め方や教皇訪問に対する思考など、教皇の訪問をめぐる民間の動きや

教会の動きを重点的に報道している。特に被爆者団体や平和活動関係者の活動や、教会関

係者の動きなどが長崎新聞の報道内容の重要な一部となっている。そこから長崎新聞の地

元に根差している報道姿勢が伺える。 

結論として、今回の教皇フランシスコの訪日をめぐり、長崎新聞は教皇が強調するメッ

セージを「核廃絶」(その延長線上にある原発)と「環境」問題が中心的な問題としてとら

え、直接に伝えることに加え、教皇訪問をめぐる民間の動きや教会の動きを報道すること

により、教皇訪問に関する報道と地元の関連性をはっきりアピールするという報道の在り

方が明らかになった。 
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4. 終わりに 

教皇フランシスコが 11 月 24 日に訪問した長崎の地元紙・長崎新聞は、今回の教皇

フランシスコの来訪を、大々的、かつ、長期的に扱った。その報道量からも見てわか

るとおり、教皇フランシスコの来日は、日本の他の地域以上に重要な意味を持つもの

であるとの認識で臨んだことが明らかになった。それは、教皇フランシスコの核廃絶

に対する姿勢と長崎の歴史的な背景及び長崎のメディアの中心的な存在である長崎新

聞の一貫した姿勢との共振した結果であるといえよう。 

 また、教皇フランシスコという長崎の遙か外部に存在するものの、歴史的な経緯の

なかで、精神的にその存在に親和性を抱き続けてきたローマ教皇が、ハードな訪日ス

ケジュールのなかで、自ら積極的に求める形で長崎の地を訪れ、この地をリスペクト

してくれたことは、これまでの「ナガサキ」として発信してきたメッセージを、世界

的な視野から追認しれくれた認識することになったことは確かである。そして、その

両者の存在と関係性を可視化する作業の一端を、地元・長崎新聞は紙面を通じて果た

したと言えるのではなかろうか。 

 また、長崎の地方メディアと全国メディアの違いについて、別途検討を加えること

にし、論文をまとめている。 
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